
現下の感染状況等

今後の取組

新型コロナウイルス感染症対策

1
④ワクチン接種の加速

③検査の活用 ④効率的な換気

①保健・医療提供体制の確保に向けた再確認等

②基本的な感染防止行動の徹底
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順位

沖縄県1 1,285
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※北海道調べ7/7 7/14

先週比1.57

東京都５ 564
先週比2.21

北海道44 136
先週比1.56

福岡県７ 518
先週比2.24

大阪府６ 547
先週比2.24
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８月第１週、ほぼ全て に置き換わると推定

特に、 は免疫逃避が懸念され、感染者数
の増加要因となりえる

オミクロン株の派生株
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ＢＡ.５ （現在 １４例）

BA.5

ＢＡ.４ （札幌市 ２例）

一方、海外の知見では、BA.4及びBA.5について、
これまでのオミクロン株と比較し、重症度の上昇は見られない

BA.5

7/15、BA.2.12.1を初確認 （道保健所管内１例）



今後も感染者の急増が懸念

①ワクチン３回目接種と感染により
獲得された免疫は徐々に減衰減衰

②明日からの三連休や
夏休みの影響で、接触の増加が予想接触の増加

③オミクロン株のＢＡ.５等の系統への
置き換わりが進んでいる置き換わり

国の専門家から
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今後の取組

基本的対処方針のポイント

社会経済活動

現下の感染拡大への対応

をできる限り維持

新たな を行わず行動制限
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保健・医療提供体制の再確認

自宅療養 オンライン診療等を行う医療機関数

宿泊療養

入院

保健所
業務

検査

健康観察対象者の重点化
ＩＴを活用した業務効率化

８０３
最大確保病床数 ２,２２８

室 数 ２,２１５
１日最大検査数 39,711 8

健康観察の業務委託の更なる推進

今後の取組 （①保健・医療提供体制の確保に向けた再確認等）



観光事業者の再確認

や の呼びかけ検温 手指消毒

エチケット
の周知
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新しい旅の

や の対策徹底従業員 施設内

ワクチン接種歴 陰性結果

の確認もお願いします

を利用される方々には

や検査の

どうみん割

8/31
延長



飲食店等の再確認

８月から、第三者認証店で使える
プレミアム付き食事券

アクリル板設置や従業員の感染予防など
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（ほっかいどう認証店応援クーポン 4千円で販売、5千円分のご利用）

第三者認証を取得

を販売

感染防止対策の徹底

道内認証店

約1万8千店



イベント お祭、花火大会

部活動 大会、合宿

余暇
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旅行、帰省

行動制限のない今年の夏

など

今後の取組 （②基本的な感染防止行動の徹底）



みんなが安心して過ごす

利用者

感染防止に取り組む

が協力と事業者
（主催者等関係者）

ようこそ
北海道へ

みんなで
協力するわ
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（参加者）



夏の北海道

皆様には

感染者が増加しています。一層ご注意をお願いします。

基本的な感染防止行動を

を
安心して楽しんでいただくため
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２ 飲食では、普段から、１ 感染に不安を感じるときは、３
三密回避・手指消毒 短時間・会話ではマスク 無料検査



出
発
前
・活
動
前

特別なことではありません

これまでを思い返し も実践

検温など体調管理
感染に不安があるときは
無料検査

この夏

接種できる時期が来れば
ワクチン接種 14

帰省時等に高齢者等と会う際
で を確認事前の検査 陰性結果



滞
在
中
・活
動
中

高齢者や重症化リスクの高い方、

普段会わない方と会う場面

混雑している場所

大勢で飲食する場面

特に、実践が必要な ・ が多くなります

基本的な感染防止行動を徹底
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場所場面



適切なマスクの着用

を防ぐため、屋外では

マスクをはずしましょう

熱中症
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こまめな

水分補給も

高齢者等と会うときや病院に行くとき
室内での会話の際

マスクを着用



効果的な換気のポイント

28℃

施設等で可能な場合は

CO2センサーで濃度を監視
（二酸化炭素濃度を1000ppm以下に維持）

換気効果が大きい２方向の窓開け
（温度18～28℃、湿度40～70％を目安）

機械換気による常時換気
（2003年7月以降は住宅にも設置）

※通常のエアコンには、換気機能がないことに留意
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児童・生徒の保護者の皆様へ

もうすぐ夏休みに入ります

ご家庭でお子様の
体調管理をお願いします
学校からのお便りなどをもとに、感染防止や
熱中症防止についてお話をお願いします
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移動が活発になるお盆休みに向け

での検査体制を確保

感染に不安を感じたら無料検査を

実施期間８/31まで実施

無料検査
事業所 ７４７（7/14現在）
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道内全保健所管内で登録

実際の検査の受け方など
動画で分かりやすく紹介

全道
登録事業所数

道のＨＰをご覧ください
https://kensa-hokkaido.jp/

主要な交通拠点

今後の取組 （③検査の活用）



頻回検査の実施

保育所高齢者施設 など

感染は拡大傾向

職員への 実施へ頻回検査
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新型コロナワクチン接種

接種できる時期が来れば

早めに受けていただくよう
ご検討をお願いします

発症予防 の効果が回復入院予防や接種により
21

今後の取組 （④ワクチン接種の加速）



ワクチン４回目接種

①60歳以上
②基礎疾患のある18歳以上対象

※３回目接種からの間隔は５か月以上

など

目的 重症化の予防

医療従事者や高齢者施設の従事者に
接種対象を拡大する方向性
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今後、速やかに対応



道内ワクチン３回目接種

12～19歳 32.4％

20～29歳 48.6％

30～39歳 50.8％

40～49歳 59.6％

50～59歳 75.4％

60～64歳 82.6％

65歳以上 90.0％

全年代

64.5％
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（R4.7.13現在）

62.1％

全国



日時 7/14 場所 北大 専門家 北大、道（技監）

北大、北海学園大、札幌学院大、札幌大谷短大

若年層への接種促進

学生がワクチン接種等の行動を
起こすきっかけとなる人や情報、
出来事などを聞き取り（報道公開座談会）

学生
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正しい知識と接種への理解促進に向け、内容を発信

北海道の総合情報誌ＨＯ(ほ)に掲載予定



北海道ﾜｸﾁﾝ接種ｾﾝﾀｰ ホテル
エミシア札幌

北海道ワクチン接種センター 検索詳細は道のＨＰをご確認ください 25

050-3851-0181ｺｰﾙｾﾝﾀｰ

毎週日曜日
９月まで

ノババックス

どちらも道民が対象

８月まで

毎週土曜、祝日

４回目（モデルナ）

※８/６ （土）を除く

接種実施中

予約状況に応じ３回目も受付
7/24～8/28(6日間)、接種拡大

１日120回 240回



釧路市

市町村のノババックスワクチン
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今後の接種日

北見市 7/28、8/4、18

※複数の医療機関で接種日が異なります

詳細は各市、道のＨＰをご確認ください

函館市 8/31までの毎週水・木曜日
※8/10、11を除く

9/24までの毎週土曜日旭川市

苫小牧市

医療
機関

医療
機関

集団
接種

8月から
医療
機関

※その他の市町村でも検討中

医療
機関

医療
機関

※複数の医療機関で接種日が異なります8月から



集中期間 7/19 （火）～8/31 （水）

テレワークなどに道職員が率先して取り組み、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と

社会経済活動の維持を図る

多様で柔軟な働き方とワークライフバランスを確立
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つの行動

（無症状の方に限ります。）

感染に不安を感じるときは、

ワクチン接種の有無に関わらず、

短時間、深酒をせず、大声を出さず、
会話のときは、マスクを着用しましょう。２ 飲食では、

三密回避、人との距離確保、マスク着用、普段から、１ 手指消毒、換気を徹底しましょう。

３
検査を受けましょう。
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３感染拡大防止

新型コロナワクチン接種 回目３
発症予防効果
などが回復します。

回目４
高齢者や重症化リスクのある方は、４回目接種を、
特に若い方は、３回目接種を検討しましょう。


